
                               平成２２年９月１日 ＜波紋号外写真版第１２号＞ 

 

 

発行所 教育活動総合サポートセンター 

〒213-0033 川崎市高津区下作延5-11-8 

Ｅ-mail  suporto731a@luck.ocn.ne.jp 

URC    http://www16.ocn.ne.jp/~snmi/ 

 
  

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

                               

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

                                                            

 

 

平成２２年度の文化講演会を、元玉川大学教授「渡邊 康麿先生」を

講師に、７月２８日（土）「川崎市生活文化会館」で行いました。 

先生は、慶応義塾大学を卒業後、日本テレビ放送に入社されましたが、

「人間の本質」を追求するため立教大学大学院で学ばれ、さらにドイツ

に留学されて、原始キリスト教の成立を研究し、帰国後、自己形成史分

析の理論と方法を創られました。現在、生涯学習セルフ・カウンセリン

グ学会の会長、立正大学の教授を勤められています。 

＜主な著書＞ 

・セルフ・カウンセリング、ひとりでできる自己発見法（ﾐﾈﾙｳﾞｧ書房） 

・教師のためのレター・カウンセリング（学陽書房） 

・お母さんの自己発見～親が変われば子が変わる（潮文社） 

・自己形成史分析入門（建皇社）その他多数あります。 

講師：元玉川大学教授 

 渡邊 康麿 先生 

 

 

 セルフ・カウンセリングとは、今までなかった、一人で

できるカウンセリングだと言える。人との会話の前に、自

分と自分との対話から始まる。 人間とは、他者と関わり

つつ、自己を反省して自己形成していく存在である。 

 人間には自然的・社会的・文化的欲求がある。欲求は限

りがない。欲求を満たすために、自分自身で欲求を発見し、

その欲求を満たすため、自分の価値基準で解決する活動で

ある。そしてそこからさらに次の欲求を発見し取り組む。 

 自己形成史分析の具体手方法としては、目で見え・耳に

聞こえる具体的な言葉で・時間の流れ、時間の経過の順に・

相手と自分の行動をできるだけ交互に作文として書く。 

具体性、継続性、相互性の３つのルールが大切である。 

 

 

川崎市生涯学習事業財団委託の「たのしいキッズセミナー」

を、８月２日（月）～６日（金）の５日間、中原区・高津区

の小学校３年～6年生を対象に行いました。 

・日頃の学習補充する「国語・社会・算数・理科」 

・応用発展問題へのチャレンジ「算数」 

・興味や関心を喚起する「キッズパソコン・楽しい英会話遊

び・おもしろ科学・楽しい音楽・わくわく造詣教室・理科、

社会の自由研究」等の講座を行い、大変暑い期間でしたが、

参加した児童は、みんな楽しく元気よく学習しました。 

・今年参加者は約３５０人でした。 
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日           曜  主  な  行  事 

１ 水 安全点検日 学習・相談担当者会 

放課後おもしろクラブ（理科） 

３ 金 こどもサポート南野川打合わせ 

こどもサポート旭町（お茶） 

 第3回ふれあい活動 

４ 土  

新しい学校づくり☆川崎塾 

エコチャレンジクラブ（家） 

７ 火 こどもサポート旭町（料理） 

シニア卓球クラブ（家） 

８ 水 事務局会 探検クラブ（大山） 

放課後おもしろクラブ（音・図） 

10 金 よちよち歩きの子集まれ（家） 

11 土 大山街道講座Ⅰ 

輝け☆明日の先生の会⑦ 

14 火 シニア卓球クラブ（家） 

15 水 文科省カリキュラム委員会 

放課後おもしろクラブ（理科） 

16 木 文科省運営協議会② 

17 金 こどもサポート旭町（習字） 

20 月 敬老の日 

21 火 こどもサポート旭町（お茶） 

22 水 放課後おもしろクラブ（音・図） 

役員会 

23 木 秋分の日 

24 金   こどもサポート旭町（読書） 

25 土 輝け☆明日の先生の会⑧ 

28 火 シニア卓球クラブ（家） 

29 水 放課後おもしろクラブ（音・図） 

 

編集後記 

 今年の夏は猛烈な暑さでした。サポートセ

ンターでも多くの事業を実施しましたが、子

どもたちは暑さにもまけずに、明るく元気よ

くとり組んでくれました。担当者一同も年齢

を忘れ子どもたちと一緒に活動しました。 

２学期も頑張りたいと思います。 

９月行事予定 

キッズパソコン          楽しい音楽            おもしろ科学 

   

 

 ７月８日（木）今年度第 1 回の「運営協議議会」を川崎市青少年の家

で行いました。今年度の研究の方向をきめ、最後に岡田委員長から講評

をいただきました。 

開発については問題行動をいかに把握し理解するかを明確にする。 

    ①実践的対応に意味がある。子どもから出発しプログラムとして組み 

てる取り組   たてるとりくみみが求められる。 

  ②既存のプログラムにはめていくのではなく、実践を通して開発して 

     いく柔軟性が必要。子どもの見せる姿は100人いれば100通りであ 

     る。現実に対しどのようなところに着目するかである。 

    ③昨年の研究蓄積を生かすこと。６つの分類のポイントをどこにおく 

か焦点化すること。事例の抽出においては共通の基盤にたつこと。 

子どもの言葉がでてくる文脈と背景がわかるような記録が必要。 

     

 

 

第 2回ふれあい活動：7月２日（金）～３日（土）青少年の家 

  


